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４日●沖縄尚学高等学校春の選抜を制す
５日●最終処分場跡地１万本植樹

那覇市最終処分場跡地に、１万本の木 を々植樹して緑豊
かな森へと再生し、「憩いの広場」にしようと、約１，２００名
のボランティアが参加して植樹活動が行われた。

６日●２００８波の上ビーチ海開き
８日●市内小学校で入学式
１４日●沖縄尚学高校野球部に青少年特別賞

第８０回記念選抜高校野球大会で、９年ぶり２度目の全国
制覇を果たした沖縄尚学高校野球部に青少年特別賞が
贈られた。

２２日●地球の日アースデイ２００８沖縄 in なは
２４日●鯉のぼり掲揚式

８０回目の記念大会となった選抜高校野球大会で、沖縄尚学
高が１９９９年以来９年ぶり２回目となる優勝を飾った（４日）

３日●２００８夏祭り in 那覇「一万人のエイサー踊り隊」
４日●平成２０年度那覇市観光功労者表彰式
６日●歴史博物館への家譜寄贈と感謝状贈呈式

琉球王国時代に士族階級に代々伝えられてきた家系が
記された「淑氏家譜（しゅくうじかふ）」と「夏姓家譜姓家
（かせいかふせいか）」の２点の家譜が、市歴史博物館へ
寄贈され、両家の門中代表者へ感謝状が贈られた。

９日●北京五輪女子重量挙げ４８キロ級で那覇市出身の大城
みさき選手が８位入賞

１０日●おもろまち駅東口広場供用開始
２１日●南米での記念事業へ翁長市長が参加

ブラジル移民１００周年とサンビセンテ市との姉妹都市提
携３０周年の記念事業に参加するため、翁長市長や関係
者など総勢１５名の訪問団が、８月２１日から９月３日までの
日程で、ブラジルとアルゼンチンを訪問した。

真嘉比古島第二区画整理事業で整備が進められていた「お
もろまち駅東口交通広場」が完成。供用を開始した（１０日）
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４日●平成２０年新年祝賀名刺交換会
７日●平成２０年那覇市消防出初式
２０日●国場自治会小規模避難訓練
　　●「車いす利用者等優先駐車場」適正利用啓発パレード
２５日●識名園で防火訓練
２７日●第２９回那覇市生涯学習フェスティバル
　　●第３１回那覇市民バザール
３０日●ハイブリッド塵芥車・資源回収車出発式

環境保全と地球環境保護対策の一環として、地球温暖
化の原因となる二酸化炭素などの排出を抑える、環境に
配慮したディーゼルハイブリッドのごみ収集車２台を県内
で初めて導入した。

地域支え合いマップを活用した小規模避難訓練が、国場自
治会の住民や民生員が参加して地域で行われた（２０日）

���
１３日●災害応急復旧に関する協定書調印式

大災害が発生した際に、県内の管工事業者と沖縄県、那
覇市が協力して、ライフラインである水道を速やかに確保
することを目的に、協定が締結された。

　　●なはさくらまつり２００８開幕
　　●健康なは２１ストップ・ザ・８５表彰式
１４日●２００８年雪のプレゼント
２９日●カデナ全米優等生協会へ感謝状贈呈

２００５年１１月に行われたチャリティーコンサート「サウンドレ
インボー～アジアの人 と々ともに～」の収益金で完成した
図書館に、カデナ・ハイスクール全米優等生協会の生徒
たちがボランティア活動で収集した英語書籍約３００冊を
寄贈したことに対し、感謝状が贈呈された。

古波蔵児童館の子どもたちへ海上自衛隊第５航空群のみな
さんから、青森の雪約５００kgが届けられた（１４日）
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５日●TSUTAYAからの図書贈呈式

TSUTAYAが取り組んでいる子育て支援プロジェクトの一
環として、市内の１１児童館へ１５０冊の絵本が贈呈された。

１４日●さよなら特急「なは」講演会
１９６８年に沖縄が早く日本に返還されることを願って名付
けられた特急「なは」の運行最終日に、久茂地公民館で
講演会「沖縄の鉄道を語る」が行われた。

１７日●平成１９年度環境教育推進校表彰式
１９日●寄付金及び車椅子の贈呈式

伊藝美智子久茂地都市開発株式会社代表取締役社長
が、「那覇市こどもみらい基金」へ１００万円、那覇市社会
福祉協議会へ車いす５台を贈った。

２９日●第１回全国緑のカーテンフォーラム
　　●新都心牧志線開通 緑のカーテン活動を推進し、この活動を通して持続可能な社

会の創造に向けたフォーラムが開催された（２９日）
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３日●第３４回那覇ハーリー（～５日）
８日●つどいの広場事業児童館型開所式

午前中利用されることの少ない児童館を、お母さんや子
どもたちの交流の場として提供し、子育ての不安を緩和
して安心した子育てができる環境づくりのお手伝いを目
的に、金城、安謝、古波蔵の３児童館で、つどいの広場の
開所式が行われた。

２０日●那覇市制施行８７周年記念式典
各分野で功績のあった市政功労者１２名を表彰したほか、
翁長市長自ら、市政への取り組みや財政状況、向こう１０
年間の那覇市の将来像を示した「第４次総合計画」など
について講演を行った。

２８日●緑のアーケード設置セレモニー
３０日●ごみゼロ呼びかけ運動出発式 地球温暖化問題などを身近なところから見直そうと、本庁舎の

入り口に「緑のアーケード」を設置した（２８日）
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１日●第５０回水道週間 in 那覇メインプレイス
　　●特定健診キックオフ宣言
７日●日本車イスツインバスケットボール選手権大会
２２日●真嘉比地区市民参加型遺骨収集

慰霊の日を前に、開発の進む真嘉比地区で、市と沖縄戦
遺骨収集ボランティア「ガマフヤー」が連携し、市民参加
型としては、市では初となる遺骨収集作業が行われた。

２７日●北京五輪女子重量挙げ日本代表大城みさきさん来訪
女子重量挙げ４８キロ級で、北京五輪日本代表に選ばれ
た那覇市出身の大城みさきさんをはじめ、関係者が市役
所を訪れ、與儀副市長を表敬した。

３０日●創作エイサーコンテスト太鼓フェスティバル in なは

高円宮妃殿下ご臨席の下、県立武道館で行われ、県代表の
沖縄フェニックスが５年ぶり３度目の優勝を飾った（７日）
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５日●第３回やる気・元気フェスティバルinなは

市内の中学生が、相互に交流し友情を深めながら「生徒
の居場所づくり」を積極的に進めることを目的に、那覇市
民会館で開催された。

７日●バリアフリー観光の推進を考える講演会
８日●なはのまちを考えるフォーラム

７月８日の「なはの日」に、翁長市長やNPO、自治会、企業
の関係者が参加したパネルディスカッションが行われ、協
働のまちづくりを実践してきた各団体が取り組んできた
事業の報告や、今後の展望・意気込みなどが発表された。

１１日●平成２０年度こころの健康フェスタ
１７日●「健康なは２１」推進市民大会
３０日●ふるさとづくり寄付金贈呈式

県内の作業所や授産施設が手作りマフィンや、野菜、工芸品
を販売したほか、手話ダンスなどが披露された（１１日）
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１日●納税催告センター開所
５日●那覇市協働大使委嘱式

市との協定などにより、協働によるまちづくりを実践した
団体の代表者またはその団体が推薦する方を那覇市協
働大使として委嘱した。

６日●臨港道路那覇１号線開通
７日●第１６回なは青年祭
１３日●第９回キンボールジャパンオープン
２１日●２００８なはカーフリーデー

車を使わずに、公共交通機関や自転車などを使うことで、
地球環境や都市交通、そして都市生活との関係などを考
え直す機会を提供することを目的に昨年に引き続き開催
された。

県内の自治体としては初めて、市税の未納者に電話で納付
を呼びかける納税催告センターが本庁内に設置された（１日）
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１日●沖縄県下１０事業者２２９店舗でレジ袋の有料化が始まる
１１日●第３８回那覇まつり（～１２日）
１３日●ふれあいジャズフェスティバル２００８

沖縄戦の記憶を風化させることなく、平和都市・那覇を築
き上げた先人たちへの感謝と平和を願う、那覇平和芸術
祭「ふれあいジャズフェスティバル」が行われた。

　　●健康フェスティバル in なは
１８日●平成２０年度那覇市総合防災訓練
２１日●牧志・安里地区市街地再開発事業起工式
２２日●那覇市老人スポーツ大会

下は６０歳、上は９７歳の市内８５０人の高齢者が、首里・小
禄・真和志・那覇の４地区に分かれて、玉入れやボール
蹴りなどの競技をイキイキと楽しんだ。

２６日●第２４回うないフェスティバル 震度６弱の地震による津波が発生したことを想定して避難訓
練、救助訓練などが本番さながらに行われた（１８日）
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３日●「琉球王朝祭り首里」古式行列・祝賀パレード
９日●防火ポスターコンクール表彰式
１１日●２００７那覇市環境フェア（１面に関連記事）
２５日●第２５回那覇市障害者運動会
　　●第２３回うないフェスティバル

古都・首里を舞台に「琉球王朝祭り首里」が開催され、華やか
な古式行列が首里のまちを練り歩いた（３日）
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第30代那覇市長に翁長雄志氏再選

瀬良垣武安選管委員長から当選証書を受ける翁長雄志氏
（１１月１８日・市役所庁議室）

（画像提供：琉球新報社）


